
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

○C 柏市立教育研究所 

子ども達の「伝え合いを楽しむ姿」を捉えることで，

様々な力が育っていることが見えてきました！ 
 

感じる力（情緒力）  

想像する力  
考える力（論理的思考力） 
表現する力 
人とつながる力（コミュニケーション力） 

友達の思いを感じる力（共感力） 
協働する力 
自分の世界を広げる力・・・ など 

 

また，育ちのための支援は様々であり，先生方同士

の実践の共有が大切です。子どもも大人も伝え合いを

楽しみましょう！ 

柏っ子のみなさんは， 

どんな時に言葉の伝え合いを 

楽しんでいますか？ 

 

※これらの力は文部科学省の国語力の定義との重なりも見られます 
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令和６年度 柏市幼児教育共同実践研究 実施要項 

 

１ 趣  旨 

  社会環境や子どもの育ちの変化による幼児教育の今日的課題をもとに，現在の重要

なテーマを設定した実践研究を教育研究所と柏市内幼稚園，認定こども園及び保育園

が共同で行い，柏市の幼児教育の充実と推進及び幼児教育関係教職員の力量と専門性

の向上を図る。 

  市内幼稚園，認定こども園及び保育園と連携した研究体制で実態調査や課題解決に

向けた取り組みを進めることは，就学以降の学びの基礎づくりになり，柏市の幼児教

育の充実と推進につながるものと考える。 

 

 

２ 研究組織 

   共同実践研究推進委員会  

 

○幼児教育に関する「共同実践研究」の推進役として，研究テーマに関する

情報収集，研究目標の設定，研究方法や内容等の計画を行う。また，研修

会や報告会等の開催，資料の発行等を行う。 

  ≪委員構成≫ 

委員長 柏市私立幼稚園協会 

副委員長 柏市立教育研究所長 

委員 

柏市私立幼稚園協会 

柏市認定こども園協議会 

柏市私立認可保育園協議会 

柏市立保育園 

柏市立教育研究所 

顧問 聖徳大学教授 
 

 各園   

○「共同実践研究推進委員会」で協議したことをもとに，各園において共

同実践研究を推進する。  
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「 伝え合いを楽しむ子を育てる 」 

～言葉による伝え合いを通して～ 

３ 研究テーマ 

 

   

 

（１）テーマ設定の理由 

①「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「保育所保育指針」より 

幼児は，日常生活に必要な言葉を，身近な人との関わりの中で獲得していく。しかし，

少子化や核家族化，地域のつながりの希薄化の進行，共働き家庭の増加等を背景に，子

どもの育ちに関わる社会の状況について様々な課題が拡大，顕在化してきている。 

こうした状況を踏まえ，平成２９年に「幼稚園教育要領」「幼保連携型認定こども園教

育・保育要領」「保育所保育指針」が同時に改訂・改定された。今回の改訂・改定では，

幼児教育に関わる側面に関して整合性が図られ，育みたい資質・能力が三つの柱で明確

化され，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の１０項目が示された。各総則等にお

いては，言語に関する能力の発達と思考力等の発達が関連していることを踏まえ，園生

活全体を通して，子どもの発達を踏まえた言語環境を整え，言語活動の充実を図ること

が求められている。 

 

②調査結果より  

平成３０年に市内幼稚園・認定こども園・保育園を対象に実態調査を実施した。「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」をもとに各園で特に子どもたちの課題だと感じてい

ることを調査したところ，「言葉による伝え合い」をあげる園が最も多かった。友達との

関わりの中で，自分の思いを伝えたり，コミュニケーションをとったりすることに課題

があり，「言葉による伝え合い」は，幼児教育に携わる者にとって大きな関心の対象とな

っている。 

 

③育ちの連続性の視点より 

教育要領・指針等で明示された３つの資質・能力は小学校以上の学習指導要領でも示

され，幼児児童生徒に対する一貫性のある教育を相互に連携し協力し合って推進すると

いう新たな発想や取組みが期待されている。また，言語能力の向上は，児童の学びの質

の向上や資質・能力の育成の在り方に関わる重要な課題として受け止め，重視していく

ことが求められている。 

小学校においては，「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善が行われてい

る。小学校においても自分の思いを伝えたり，コミュニケーションをとったりすること

に課題があり，その土台となる「言葉による伝え合い」を幼児期から育てていくことが

重要であると言える。 

さらに，「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き （初版）」（令和４年３

月３１日 / 文部科学省）が策定された。幼児期から児童期の発達を見通しつつ，地域の

幼児教育と小学校教育の関係者が連携して，教育課程や教育方法の充実・改善がより一

層求められているところである。以上のことを踏まえて，本テーマを設定した。 
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（２）目指す子どもの姿 

 

 
 

※こちらの姿は，５歳児後半に目指したい子どもの姿です。 

※幼児が発達していく方向を意識して，それぞれの時期にふさわしい援助の在り方を見いだして

いきましょう。 

 

４ 研究目標 

 

 

 

 

 

【研究の手立て】 

研究内容 語り合う視点 

目指す子どもの 

姿を語り合う 

・現在，どのような「伝え合う姿」が見られるか。 

・「伝え合いを楽しむ子」の具体的な姿はどのような姿か，どのような過程を経て育ってい

くか。 

・「伝え合いを楽しむ子」は，幼児期の終わりには具体的にどのような姿として表れるか。 

参観した子どもの

姿を語り合う 

・子どもが遊びの中でどのような「伝え合い」をしようとする姿を見せているか。 

・言葉による伝え合いを子どもが楽しむために，環境の構成や保育者の援助をどのように行

っていたか。 

実践を振り返り 

語り合う 

・子どもが「伝え合い」をしようとしたことで，どのように遊びが広がったり，深まったり

したか。 

・言葉による伝え合いを子どもが楽しむために，効果的な環境の構成や保育者の援助はどの

ようなものか。さらにどのように工夫していくか。 

※別紙１「言葉の伝え合いエピソードシート」の活用（任意） 

教育課程・長期的な 

指導計画を 

語り合う 

・伝え合いを楽しむ子を育てるために，１年間（架け橋期は２年間）を見通して，どのよう

な教育課程・長期的な指導計画になっているか，さらにどのように改善していくか。 

・「伝え合いを楽しむ子」は，小学校以降の学習とどのように関連しているか。 

※別紙２「言葉の伝え合いロングエピソードシート」の活用（任意） 

 

 

 
＜子どもの育ち＞ 

遊びや生活の中で，言葉や思いが伝わる喜びを感じながら，人とのつながりを深め

たり，自分の世界を広げたりしていこうとする子の姿を各園で見取り，育ちに応じた

援助や手立ての工夫を行うことを目指す。 

 

＜保育者の資質向上＞ 

伝え合う喜びを感じながら，＜子どもの育ち＞を語り合うことを通して，子どもの

発達と学びの連続性を踏まえ，子ども一人ひとりの表現を受け止め，言葉や思いをつ

なぎ広げていく援助の在り方を見いだし，保育の質の向上を図る。 

 
言葉で表現するからこそ伝わる喜びを感じながら，言葉を介して人とのつながりを

深め，自分の世界を広げていこうとする子 
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５ 研究方法 

（１）全体活動 

（２）推進委員会 
回 期日 内 容 

１ ５月 ８日（水） ・今年度計画の円滑な推進に向けて 

２ １月１５日（水） ・報告会の分析，要項の見直し 

３ ２月１９日（水） ・要項の確認，次年度に向けての検討 

５月８日(水) 

15:00～16:30 

沼南庁舎大会議室 

集合または WEB 

対象：各園１名 

 

６～１１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１３日（水） 

   １４日（木） 

13:30～15:00 

沼南庁舎大会議室 

対象：各園１名，

市内各小学校の 

幼保こ小担当１名 

〇説明会及び研修会 ⇒目指す子どもの姿を語り合う 

 説明：「共同実践研究全体計画（取組内容）等の説明」 

講義：「幼児が言葉で伝え合う喜びを味わえるようになるための援助の在り

方～育ちの連続性を見通した対話を通して～（仮）」 

   講師  聖徳大学 教授 河合 優子 先生 

 

〇各園での実践   ⇒園内で語り合う 

           ※エピソードシートの活用（任意） 

 【手立ての例】 

 要領・指針解説「言葉による伝え合い」等より 

・領域「言葉」のみだけでなく，要領・指針に基づく活動全体を 

通して育む 

・気軽に言葉を交わすことのできる雰囲気・関係づくり 

・様々な言葉に出会う機会をつくる 

   ・伝えたくなるような体験ができるようにする 

     ・気持ちや行動を理解したいなどの必要性を感じられるようにする 

・自分の言葉で経験や考えを話し出す場面を意図的につくる 

・個の育ちや状況に応じた援助，働きかけをする 

   ・身近なモデルとしての保育者の役割を研修で深める 

 

〇相互参観や交流会（幼保こ小連絡協議会と連動） 

⇒参観した子どもの姿を語り合う 

⇒教育課程・長期的な指導計画を語り合う 

           ※ロングエピソードシートの活用（任意） 

 

〇実践報告会での協議（小学校スタートカリキュラム研修と合同） 

  方法：小学校区ごとのグループ協議で実践を報告し合う 

１園１実践持ち寄り他園とのエピソードシートの共有 

（各園の報告時間は３分間・シートの持参については任意） 

⇒実践を振り返り語り合う 

⇒教育課程・長期的な指導計画を語り合う 

※報告会後に，希望者は小学校スタートカリキュラム研修にそのままご参加いただけます。 

１３日（水） 

幼保こ小南部地区 

    中部地区 

１４日（木） 

幼保こ小北部地区 

    東部地区 



 


